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知つてま・すか？

　　党えてま・すか？

　　　干した稲のにおい

〒948－0192新潟県中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地　TELO257－68－3111　FAXO257－68．3828

発行・編集川西町役場総務課E－MaiI＝kawanisi＠mail．tiara．or．jp　（毎月10日発行）

　　　　　　URL　http＝／／www．town，kawanishi．niigata．jp／

人ロの動き
　10月1日現在
男4，084（±0）
女4，181（＋1）
計8，265（＋1）
世帯数2，299　（一4）

（　）は前月比較

本紙は再生紙を使用しています
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i　　Φ表紙の写真Φ　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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i　「はあ、稲はほとんど架けてますて。昔っ　i
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iからこうしてるんだんがの」と中条石平さん　i
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

i　（大倉）はこともなげに言います。　　　　　　i
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i　約六反歩の稲を架けるカケバは、家の周辺　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iから山際の林、昔の屋敷林などに点在してい　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

i　ますが、「今年は天気が続いたんだんが、ハ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i力がいっての」と、どこも稲でふさがってい　i
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iました。今から30年ほど前まではどこでも　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i見られたごくあたり前の風景でしたが、町内　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iでもこうした作業が見られるところは数少な　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iくなってきました。「昔はわらで何でも作っ　i
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iたし、今はいくらでも買い手があって、昔も　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

i今も、稲は無駄にするどこがねやんだての」。　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　効率的な「米づくり」とは違う、「稲づく　i
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iり」の本質がここにはあります。　　　　　　i
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横綱を目指して」

　
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
県
と
町
か

ら
八
十
八
歳
（
米
寿
）
三
十
五
人
に
敬

老
祝
い
品
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

十
五
日
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
が
各

世
帯
を
訪
問
し
て
直
接
祝
い
品
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。
お
祝
い
を
受
け
た
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
田
村
才
一
郎
（
山
野
田
）
、
北
村
テ

ル
（
上
町
）
、
小
野
塚
政
市
（
中
央
町
）
、

木
村
鐡
雄
（
田
中
町
）
、
田
邊
菊
井

（
神
社
町
）
、
佐
藤
イ
エ
（
木
島
）
、
星

名
一
二
（
伊
友
）
、
高
橋
正
雄
（
高
原

田
）
、
金
山
睦
（
霜
条
）
、
大
海
正
夫

（
霜
条
）
、
大
海
フ
サ
（
霜
条
）
、
高
橋

文
蔵
（
あ
か
ね
園
）
、
丸
山
幸
作
（
あ

か
ね
園
）
、
渡
貫
セ
キ
（
新
町
新
田
）
、

樋
口
深
雪
（
下
平
新
田
）
、
高
橋
カ
ク

（
三
領
）
、
高
橋
キ
ク
ノ
（
三
領
）
、
小

海
ア
ヤ
（
小
根
岸
）
、
小
海
菊
太
郎

（
小
根
岸
）
、
羽
鳥
テ
フ
（
木
落
）
、
清

水
シ
ゲ
（
木
落
）
、
相
馬
ハ
ル
（
木
落
）
、

木
村
イ
セ
（
仁
田
）
、
野
澤
オ
キ
（
野
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口
）
、
村
越
イ
エ
（
野
口
）
、
五
十
嵐
ト

ラ
（
野
口
）
、
滋
野
セ
ツ
（
野
口
）
、
片

桐
チ
ト
エ
（
根
深
）
、
藤
田
清
常
（
根

深
）
、
佐
藤
梅
作
（
中
仙
田
）
、
増
田
ア

ヤ
（
室
島
）
、
高
橋
タ
ニ
（
赤
谷
）
、
中

條
チ
エ
（
岩
瀬
）
、
大
野
良
（
大
白
倉
）
、

桐
生
ミ
サ
ヲ
（
大
白
倉
）

田ロ町長から記念品を受ける

　滋野セツさん（野ロ）

押木助役から記念品を受ける

小野塚政市さん（中央町）

根津収入役と記念写真に収まる
佐藤梅作さん（右から2人目、中仙田）

　⇒ちいさな展覧会／いっぷくしょぜの　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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と
こ
ろ
で
、
今
か
ら
二
十
年
前
の
長

寿
者
番
付
を
み
る
と
、
東
の
横
綱
九
十

八
歳
、
西
の
横
綱
九
十
四
歳
を
筆
頭
に
、

続
く
大
関
は
九
十
三
歳
と
九
十
一
歳
、

前
頭
十
五
枚
目
に
し
て
八
十
六
歳
と
い

う
「
若
い
顔
ぶ
れ
」
で
し
た
。

　
現
在
は
、
十
両
で
も
九
十
一
歳
。
し

か
も
二
十
三
人
も
お
り
、
米
寿
か
ら
大

関
横
綱
ま
で
上
り
詰
め
る
に
は
、
ま
だ

ま
だ
長
い
道
の
り
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
か
の
有
名
な
「
き
ん
さ
ん
、
ぎ
ん
さ

ん
」
の
テ
レ
ビ
等
の
出
演
料
は
、
な
ん

と
一
本
百
万
円
前
後
だ
っ
た
そ
う
で
、

記
者
に
そ
の
お
金
を
ど
う
す
る
の
か
と

尋
ね
ら
れ
た
と
き
、
「
老
後
の
た
め
に

貯
金
し
ま
す
」
と
答
え
た
と
い
い
ま
す
。

　
長
寿
者
番
付
さ
れ
た
方
々
も
、
こ
れ

か
ら
の
老
後
を
い
か
に
楽
し
む
か
、
新

し
い
生
き
が
い
を
見
つ
め
な
お
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



（敬称略）

川西町長寿者番付 平成13年9月15日現在

（平成14年4月1日満年齢）

蕪 藤

氏　　名 住　所 世帯主「 生年月日 年齢 氏名 住　所 世帯主 生年月日 年齢

北村クメ 山　野　田 日出太 M30．4．10 104 横綱 数藤寅治 沖　　　立 寅　夫 M34．4．3 100

高橋惣治 室　　　島 寅　治 M34．6．5 100 大関 田村チャウ 鶴　　　吉 一　策 M35．7．23 99

田ロキ　ヨ 木　　　落 直　正 M36．1．7 99 関脇 丸山宗太郎 下　　　原 本　人 M36．2．26 99

小海ク　ヨ 小　根岸 益　男 M36．10．23 98 小結 高橋ヒサ 中　仙　田 恒　平 M37．3．4 98

宮本貞子 発電所通り東 昌　幸 M37．10．1 97 前頭 柄沢荘八 沖　　　立 数藤実 M37．12．7 97

根津英作 上　　　野 本　人 M37．12．21 97 2 渡辺シゲ 上　　　野 孝　平 M38．1．19 97

田村力子 あかね園 本　人 M38．3．27 97 3 星野ミ　ン 野　　　口 勝　平 M38．4．4 96

滋野リャウ 野　　　口 義　雄 M38．10．8 96 4 高橋セキ 高　　　倉 明 M39．2．9 96

羽鳥イセ 伊　　　友 昭　二 M40．2．3 95 5 清水ミ　ヨ 寺　　　尾 久　一 M40．2．13 95

星名フミ あかね園 本　人 M40．3．10 95 6 星名マサヲ 伊　　　友 和　幸 M40．9．27 94

中村チヤノ 岩　　　瀬 昌　弘 M40．11．15 94 7 大井カッノ 寺　　　尾 佐　市 M40．12．2 94

相馬周蔵 木　　　落 敏夫 M41．1．28 94 8 小海ヨキ あかね園 本　人 M41．2．24 94

北村セッ 東　善　寺 準　一 M41．3．20 94 9 高橋チカ あかね園 本　人 M41．4．1 94

関ロ　トク 木　　　落 清 M41．5．8 93 10 田ロ　フ　ジ 木　　　落 喜太郎 M41．9．14 93

今藤ミセ 上　　　野 清 M41．9．18 93 11 南雲マツ 中　屋　敷 利　夫 M41．9．22 93

田中利八 仁　　　田 春　吉 M41．ll．5 93 12 大井正司 美　咲　町 本　人 M41．12．13 93

小林フジエ 木　　　島 松市 M42．1．31 93 13 高橋サイ 神　社　町 庸　浩 M42．3．20 93

高橋トモ 坪　　　山 嘉　右 M42．3．28 93 14 小川ソカ 上　　　野 昭　一 M42．4．25 92

小川ノ　ブ 岩　　　瀬 充 M42．8．8 92 15 星名シウ 沖　　　立 金　一 M42．8．26 92

桐生梅治 大　白　倉 本　人 M42．9．2 92 16 蔵品マスイ 霜　　　条 清　市 M42．9．3 92

丸山フジ あかね園 本　人 M42．9．15 92 17 真明キクエ 上　　　町 成　光 M42．9．18 92

米山一郎 室　　　島 孝　行 M42．9．26 92 18 小林セッ 中　屋　敷 英　一 M42．10．6 92

小林サワ 中　屋　敷 晃 M42．ll．8 92 19 高橋きつ 赤　　　谷 直　孝 M42．11．10 92

金子　トメ 元　　　町 和　男 M42．11．25 92 20 大井ミ　ヨ 美　咲　町 正　司 M42．12．17 92

小林市四郎 木　　　島 松市 M42．12．28 92 21 押木二吉 田　　　戸 篤　美 M43．1．21 92

高橋ハノ 中　仙　田 豊　　＿
口 M43．1．28 92 22 茂野シゲ 高　原　田 文　司 M43．2．5 92

星名佐平 伊　　　友 敏雄 M43．2．17 92 23 登坂キン 中　島　町 ミサヲ M43．3．12 92

小川ツサ 赤　　　谷 金　吾 M43．3．22 92 24 金子芳英 岩　　　瀬 本　人 M43．3．22 92

佐藤ハル 野　　　口 康　雄 M43．4．1 92 25

　
な
お
、
議
会
の
模
様

発
行
の
「
こ
ん
に
ち
は

中
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ

覧
く
だ
さ
い
。

◆
議
会
報
告
▲

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
っ

回
川
西
町
議
会
定
例
会
は
、
一

に
全
日
程
を
終
え
、
閉
会
し
‡

　
二
十
一
日
は
、
諸
般
の
報
牛

人
に
よ
る
町
政
に
対
す
る
一
融

行
わ
れ
た
あ
と
、
各
特
別
委
昌

置
な
ど
の
発
議
案
が
可
決
さ
れ

　
二
十
六
日
は
、
平
成
十
二
存

町
一
般
会
計
ほ
か
六
つ
の
特
田

水
道
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
泣

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
は
、
「
川
西
町
稲

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
ほ
《

条
例
改
正
が
原
案
ど
お
り
可
池

あ
と
、
「
平
成
十
三
年
度
川
而

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
」

件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
が
盾

り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
四
件
の

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
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平
成
十
二
年
度
の
町
の
決
算
が
、
九

月
二
十
六
日
の
議
会
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歳
入
は
、
五
十
九
億
一
千
七
百
四
十

六
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
七
・
一
響
増

加
し
ま
し
た
。
歳
出
は
、
五
十
五
億
八

千
九
百
四
十
五
万
円
で
、
こ
れ
も
、
前

年
度
よ
り
九
・
五
響
増
え
ま
し
た
。

　
予
算
の
執
行
率
は
九
十
五
・
一
響

で
、
実
質
収
支
は
二
億
七
千
七
百
十
六

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
町
が
自
ら
の
手
で
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
自
主
財
源
」
と
、

国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
「
依

存
財
源
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。　

自
主
財
源
に
は
、
町
税
、
負
担
金
、

使
用
料
、
手
数
料
、
寄
附
金
な
ど
が
あ

り
、
依
存
財
源
に
は
地
方
交
付
税
、
国

県
支
出
金
、
町
債
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
全
体
に
お
け
る
自
主
財
源
の
比

率
は
、
二
十
九
・
一
響
で
、
前
年
よ
り

ニ
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
依
存
財
源
の
占
め
る
割
合
が
大

き
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
こ
こ
数
年
来
の
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
伸
び
が
み
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
賑
わ
い
空
間
創
出
事
業
」
は
温
泉

施
設
建
設
事
業
に
着
手
し
、
本
年
十
一

月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
前
に
控
え
て
い
ま

す
。
「
仙
田
地
域
総
合
整
備
事
業
」
で

は
、
中
心
施
設
で
あ
る
体
験
交
流
館
が

整
備
さ
れ
、
本
年
七
月
に
本
格
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
「
里
創
プ
ラ
ン
事
業
」

で
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
大
地
の
芸
術

祭
の
メ
ー
ン
施
設
で
あ
る
光
の
館
関
連

の
整
備
や
、
ア
ー
ト
作
品
の
設
置
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
前
年
に
比
べ
て

二
十
五
響
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す

し
、
こ
う
し
た
事
業
を
推
進
す
る
た
め

に
借
り
入
れ
た
起
債
（
借
金
）
の
償
還

に
備
え
る
た
め
に
、
減
債
基
金
（
貯
金
）

を
大
幅
に
増
額
し
た
こ
と
に
伴
い
、
積

立
金
が
二
百
五
・
八
響
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
法
の
施
行
に
伴
い
、

老
人
保
護
措
置
費
が
大
き
く
減
少
し
、

扶
助
費
全
体
で
は
前
年
比
五
十
七
・
六

響減

少
し
た
こ
と
な
ど
が
、
特
徴
的
な

と
こ
ろ
で
す
。

　
町
財
政
の
現
状
は
、
「
貯
金
も
大
き

い
が
借
金
も
大
き
い
」
と
い
う
状
況
で
、

交
差
点
に
例
え
る
と
、
黄
信
号
に
気
が

つ
き
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い
る
と
こ

ろ
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
新
た
な
借
金
を
抑
え
て
返

済
の
た
め
の
貯
金
を
増
や
し
て
い
く
な

ど
、
財
政
の
健
全
化
対
策
を
さ
ら
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
十
二
年
度
決
算
の
目
的
別
歳
出

の
内
訳
は
次
ぺ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

特別会計決算

自動車取得税交付金0．5％

利子割交付金0．4％

地方特例交付金0．3％

地方消費税交付金1．1％

地方譲与税1．1％

国庫支出金2．7％　　　、

国民健康保険
歳入 6億　354万円
歳出 5億6，304万円

国民健康
保険診療所

歳入 2億5，712万円
歳出 2億4，961万円

老人保健
歳入 10億4，264万円
歳出 10億2，132万円

簡易水道事業
歳入 1，329万円

歳出 1，297万円

下水道事業
歳入 3億7，323万円
歳出 3億6，941万円

介護保険
歳入 3億8，948万円
歳出 3億8，744万円

繰入金3．7％

使用料
及び手数料2．3％

諸収入1．8％

財産収入0．3％

分担金
及び負担金0．3％

　縷　謙灘

町債　　　　　　　　鱗、・

1　黙59騰鑛
　　　　駕

、　論　ノ
地方交付税
　42．8％
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●議会費

7，695万円（1．4％）

　定例会14日、臨時会3日を通して109

件の事案を審議したほか、各委員会で付

託事件を審査するとともに、先進地行政

視察などを行い、自治体の持つ諸課題に

ついて研究しました。

●総務費

8億1，958万円（14．7％）

　人事、庶務、財政、交通安全、広報な

どの各分野での対応や、地域振興、町の

将来計画、広域事業、税務、戸籍、選挙

など多岐にわたる業務に要した費用で

す。

●商工費

4億2，692万円（7．6％）

　商工業の振興、観光振興などが主なも

のですが、光の館整備など、広域事業と

して実施している里創プラン事業も負担

金として支出しています。

翔

不思議な光の体験ができる「光の館」は、

今年の夏も連日予約でいっぱいでした

　
　
　
　
ノ

　
）
齢
児

　
％
高
・

　
0
・
所

　
　
・
祉
育

　
－
福
保

　
q
童
、

　
　
児
か

　
円
、
ほ

　
万
副
⑳

　
8
子
な

　
0
母
祉

費
2
、
福
⑩

生
－
離
轄
繊

民
億
斜
乙

●
6
社
灘
、

　
　
　
　
　
⑤

童手当、国民年金などの業務を進めるた

めに要した費用です。

●農林水産業費

7億9，574万円（14．2％）

　稲作や野菜などの農業振興のほか、林

業振興、畜産振興、集落環境整備、農地

の移動・管理などがありますが、仙田地

域総合整備事業が大きな割合を占めてい

ます。

7月のオープン以来多くの人々が訪れ
ている仙田体験交流館・道の駅「瀬替

えの郷せんだ」

●衛生費

3億8，619万円（6．9％）

　住民検診や予防接種、母子保健、老人

保健など、健康と保健に関する業務のほ

か、ごみやリサイクルなど環境衛生の分

野の業務も含まれています。

●労働費

1，963万円（0．3％）

　十日町地域シルバー人材センターに委

託して実施する業務がほとんどで、役場

庁舎や総合センター、総合体育館などの

宿日直業務、公園の草刈りなどがありま

す。

●消防費

1億7，576万円（3．1％）

　十日町地域広域事務組合への負担金と

して支出されました。町内での平成12

年度の火災は9件、西分署の救急車出動

は193回ありました。また、消防団員は

350人となっています。

●教育費

4億880万円（7．3％）

　学校教育、社会教育、社会体育、学校

給食などの教育行政推進に要する費用が

主なものですが、中国黒龍江省との卓球

交流、山村留学など特徴的な事業も含ま

れています。

●災害復1日費

2，113万円（0．4％）

　融雪や豪雨による災害で、農地農業用

施設1件、道路3件、水路2件の復旧事

業が実施されました。融雪の場合は一日

200㎜、豪雨の場合は24時間最大雨量が

80㎜以上が採択の基準になります。

●土木費

11億5，623万円（20．7％）

　道路や水路の新設や補修工事、消雪パ

イプや流雪溝の整備、道路除雪、都市計

画や町営住宅に関する費用のほか、千手

温泉施設整備を中心とする賑わい空間整

備事業などが主なものです。

7月の千手温泉屋根まつりには大勢の
ひとたちが詰めかけました

●公債費

6億9，044万円（12．4％）

　各種施設の整備工事を実施する際に町

が借り入れる起債（借金）の元金や利子

の支払いに充てられる費用です。その7

割が地方交付税で補填される過疎債が最

も多くを占めています。



懸
集

鎌
繋
“
織
灘
鱗
総
塗
導
つ
驚
・

　
蕃
馨
温
蒙
の
新
拶
騨
施
設
慧
懲
翁
誘
総
艶
成
移
鴬
謙
騨
凋
の
鞭
聾
講
雛
霧
驚
灘
遊
醐
嚢
潟
灘
叢
辮

麗
懸
鰻
諜
繊
捲
、

　
蓬
麟
鑑
灘
．
温
集
練
巻
響
獺
羅
賑
講
騨
蜜
關
の
詳
画
催
盤
編
参
翻
霧
ー
響
鎌
鶉
響
麟
巻
繰
鰻
返
穫

癒
漿
麟
進
醐
憲
懸
諜
穫
羅
難
．
懸
の
窒
体
巻
遜
鰻
叢
蓬
め
饗
憾
巻
の
難
．
設
計
・
監
理
懸
委
託
慧
鱗

難
㈱
龍
環
騒
諦
面
遷
、
馨
理
・
蓮
営
馨
委
託
懸
穀
捲
㈱
諜
鞍
．
蓼
《
鯉
翔
西
の
み
縢
懲
難
懸
講
，

　
新
麟
騨
温
叢
施
設
の
殼
諦
壌
考
鑑
灘
灘
灘
綾
⑱
運
営
の
お
鰻
懸
懸
儲
璽
験
懇
．
関
係
者
縫
取
材
麟

蒙
鞍
羅
。

　
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
次
の
方
々
で

す
。
（
敬
称
略
）

㈱
龍
環
境
計
画

　
内
田
文
雄
（
代
表
取
締
役
／
4
8
歳
）

　
横
川
倫
子
（
千
手
温
泉
担
当
／
3
5
歳
）

㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西

　
高
橋
幸
司
（
常
務
取
締
役
／
51
歳
）

　　
敷
地
が
生
ん
蓮
物
の
個
性

　
　
ま
ず
、
温
泉
棟
の
設
計
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
位
置
と
建
物
の
関
係
は
？

横
川
ま
ず
、
千
手
温
泉
は
自
然
に
人

が
集
ま
る
温
泉
だ
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
泉

質
の
良
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
ん

で
す
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て

賑
わ
い
空
間
の
真
ん
中
に
置
こ
う
と
い

う
こ
と
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

内
田
　
用
地
と
し
て
は
一
番
く
び
れ
て

狭
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ

た
ん
で
す
が
、
そ
の
お
か
げ
で
、
弧
を

描
く
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
建
物
に
な
り

ま
し
た
。
も
し
、
四
角
な
敷
地
だ
っ
た

ら
こ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

ね
。饗

ば
ら
な
い
建
物

　
　
そ
の
特
徴
的
な
建
物
に
は
、
ど
ん

な
考
え
や
ア
イ
デ
ア
が
詰
ま
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

横
川
ま
ず
、
川
西
町
の
建
物
、
例
え

ば
公
共
施
設
や
住
宅
、
蔵
な
ど
身
近
な

ス
ケ
ー
ル
と
あ
ま
り
か
け
離
れ
な
い
も

の
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
銭

湯
感
覚
で
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
千
手
温

泉
の
イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。

内
田
　
つ
ま
り
、
「
い
ば
っ
た
建
物
」

に
は
し
た
く
な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
背
の
高
い
建
物
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
個
々
の
機
能
、
例
え
ば
入

灘

浴
、
休
憩
、
交
流
な
ど
の
空
間
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
単
位
で
収
ま
っ
て

い
て
、
こ
の
空
間
は
、
住
宅
な
ど
の
日

常
的
な
大
き
さ
が
基
本
に
な
っ
て
い
ま

す
。

鷹
鑛
魏
灘
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刻
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
9
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
膨

横
川
　
あ
と
、
三
材
を
越
え
る
雪
が
こ

こ
の
特
徴
で
す
が
、
そ
の
雪
を
な
ん
と

か
形
に
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
が
屋
根
に
現
れ
て
い
ま
す
。
雪
を

支
え
る
大
き
な
屋
根
が
全
体
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

内
田
個
々
の
建
物
が
集
ま
っ
て
、
ひ

と
つ
の
大
き
な
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

　
施
設
を
ひ
と
つ
の
か
た
ま
り
に
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
ま
わ
り
の
家
や

畑
、
樹
木
な
ど
と
の
位
置
関
係
を
大
切

に
し
た
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
も
敷
地
の

特
徴
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
の
ひ
と
つ
で

す
。　

実
際
に
中
に
入
っ
て
も
ら
う
と
わ
か

る
の
で
す
が
、
建
物
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
「
抜
け
」
の
空
間
を
設
け
て
あ
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
は
、
近
所
の
家
並
み
や

庭
木
な
ど
も
目
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
ま
わ
り
の
空
間
に
溶
け
込
む
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

横
川
ま
あ
、
近
所

の
風
景
を
借
景
し
て

い
る
だ
け
な
ん
で
す

け
ど
ね
（
笑
）
。

　
省
エ
ネ
に
も
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。

　
高
窓
を
利
用
し
て

採
光
し
、
な
る
べ
く

電
力
を
使
わ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

建
物
の
構
造
上
、
曲

面
を
通
し
て
光
が
入

り
、
時
間
と
と
も
に

変
化
す
る
の
も
思
わ

ぬ
効
果
で
し
た
。

　
屋
根
雪
は
融
雪
で

す
。
ま
た
、
温
泉
熱

を
利
用
し
て
井
戸
水

を
暖
め
、
床
暖
房
の

熱
源
に
し
ま
す
し
、
捨
て
る
お
湯
は
駐

車
場
の
消
雪
に
利
用
し
ま
す
。
夏
は
消

雪
パ
イ
プ
の
井
戸
水
を
循
環
さ
せ
て
冷

房
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
か
な
り
低
く
抑
え
ら
れ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

饗
吟
醸
の
亨

　
　
素
材
に
も
か
な
り
こ
だ
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
？

内
田
　
こ
れ
ま
で
こ
の
町
で
培
わ
れ
て

き
た
、
特
有
の
空
間
の
「
肌
合
い
」
を

壊
し
た
く
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出仕上げの段階に入った温泉棟
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発
し
て
い
ま
す
。

　
板
壁
、
塗
り
壁
、
し
っ
く
い
な
ど
の

感
触
と
新
し
い
工
法
を
組
み
入
れ
た
も

の
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
湿

気
が
多
い
の
で
調
湿
す
る
素
材
を
基
本

に
選
ん
で
い
て
、
結
露
を
招
く
ビ
ニ
ー

ル
ク
ロ
ス
な
ど
は
一
切
使
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
窓
枠
も
木
製
で
ペ
ア
ガ
ラ
ス
を
入
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
結
露
対
策
で
す
。

横
川
大
工
さ
ん
、
左
官
屋
さ
ん
な
ど

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
も
支
え
ら
れ
ま
し

た
。
最
近
の
建
築
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
新
建
材
を
多
用
し
た
も
の
が
多
く
、

在
来
工
法
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
杞
憂
で

し
た
。
木
取
り
か
ら
組
み
方
ま
で
本
当

に
こ
だ
わ
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
て
、

た
く
さ
ん
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
耐
候
性

の
高
い
土
佐
し
っ
く
い
を
塗
る
た
め
に

勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
東
京
の
職

人
と
地
元
の
職
人
の
交
流
が
で
き
た
の

も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

内
田
全
体
に
自
然
素
材
を
使

っ
て
、
「
美
し
い
歳
の
と
り
か

た
」
を
す
る
建
築
を
心
が
け
ま

し
た
。

　
つ
ま
り
、
現
代
建
築
の
多
く

が
「
出
来
上
が
っ
た
と
き
が
一

番
美
し
い
」
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
「
歳
を
経
て

美
し
さ
が
仕
上
が
る
」
も
の
に

し
た
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
あ
た
り
は
、
こ
ち
ら
の

人
た
ち
の
住
空
間
の
作
り
方
は

見
事
で
す
ね
。

横
川
そ
う
、
特
に
土
地
の
境
界
の
作

り
方
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
？
・

横
川
塀
や
壁
で
土
地
を
仕
切
っ
て
し

ま
わ
な
い
で
、
オ
ー
プ
ン
な
や
わ
ら
か

い
境
界
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

し
て
、
信
濃
川
の
玉
石
を
積
ん
で
境
界

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
と
て
も
美

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

内
田
　
そ
れ
が
今
回
の
浴
槽
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
玉
石
風
呂
で
す
。

横
川
　
浴
槽
が
二
種
類
あ
る
ん
で
す

が
、
一
方
が
檜
風
呂
で
、
一
方
が
玉
石

風
呂
で
す
。

　
こ
の
玉
石
も
信
濃
川
の
河
原
石
か
ら

厳
選
し
た
も
の
で
す
。
形
や
大
き
さ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
濡
れ
た
と
き
の
色

も
揃
う
よ
う
に
選
び
ま
し
た
。
い
わ
ば

「
大
吟
醸
の
石
」
で
す
。

内
田
　
そ
れ
を
積
む
職
人
さ
ん
の
技
も

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
玉
石
は
ほ

横川さんは自信作の「玉石風呂」を案内

してくれました

か
の
部
分
に
も
多
く
使
っ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
に
は
川
西
町
に
し
か
な
い

「
場
所
の
力
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
引
き
出
す
の
が
建
築
家
の
仕
事

だ
と
思
っ
て
取
り
組
ま
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

囎
域
の
縁
側
に
－

　
　
隅
々
ま
で
「
思
い
」
を
込
め
た
建

築
で
す
ね
。
そ
の
建
物
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
？

横
川
　
公
共
施
設
は
「
住
ん
で
い
る
人

の
た
め
の
も
の
」
で
す
。
陽
だ
ま
り
ラ

ウ
ン
ジ
や
ウ
オ
ー
ル
（
壁
）
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど
は
公
民
館
的
な
使
い
方
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
に
入

る
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
な
発
表
や
商

業
活
動
に
も
結
び
つ
け
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
の
た
め
の
種
は
播
か
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

内
田
　
ふ
ら
っ
と
気
楽
に
出
か
け
る

「
地
域
の
縁
側
」
の
よ
う
な
場
所
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
建
物
は
人
の
手
を
か
け
て
作
り
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
使
い
方
も
人
の
手
を

か
け
て
育
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
気
持
ち
よ
く
迎
え
ま
す
！

　
　
育
て
る
役
を
担
う
ま
ち
づ
く
り
川

西
で
は
ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
か
？

高
橋
　
　
「
気
楽
に
、
ゆ
っ
た
り
、
の
ん

び
り
」
く
つ
ろ
い
で
も
ら
う
こ
と
を
基

本
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
と
し
て
は
、
福
祉
、
健
康
、
に

ぎ
わ
い
（
商
業
）
の
場
作
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
そ
の
第
一
段
階
が
温
泉
施

設
の
運
営
で
す
。
六
人
の
ス
タ
ッ
フ
で

気
持
ち
の
い
い
接
客
に
努
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
賑
わ
い
空
間
の
最
初
の
施
設
と
し
て

独
立
採
算
を
成
り
立
た
せ
、
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
運
営
を
考
え

て
い
ま
す
か
？

高
橋
　
ま
ず
、
十
一
月
二
十
三
日
か
ら

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
大
勢

の
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し
て
も
ら

う
も
の
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ

た
も
の
を
べ
ー
ス
に
内
容
を
固
め
て
い

ま
す
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
q
ト
や
講
談
、
紙

芝
居
な
ど
の
公
演
や
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
、

屋
台
出
店
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
こ
に
し
か
な
い
温
泉
ー
・

　
　
楽
し
い
催
し
に
な
り
そ
う
で
す

ね
。
そ
れ
以
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
？

高
橋
　
や
は
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

利
用
促
進
に
参
加
し
て
も
ら
う
施
設
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
陽
だ
ま
り
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
芸
術
作
品

や
保
育
園
児
の
絵
、
趣
味
の
盆
栽
な
ど

の
展
示
場
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
し
、

コ
ン
サ
ー
ト
も
可
能
で
す
。
ま
た
雁
木

空
間
や
駐
車
場
で
は
定
期
市
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
や
温
泉
卵

な
ど
、
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
を
売
り

出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
農
産
加
工
品
や
新
し

い
商
品
を
開
発
し
て
商
業
振
興
に
も
結

び
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
財
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
辺
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
到
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
ピ
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襟
固

　
　
気
に
な
る
入
浴
料
な
ん
で
す
が
？

高
橋
近
隣
類
似
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
、
大
人
が
五
百
円
で
小
人
が

三
百
円
に
な
る
予
定
で
す
。
今
ま
で
の

千
手
温
泉
が
低
料
金
だ
っ
た
の
で
、
割

高
感
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
施

設
が
充
実
し
た
こ
と
や
、
事
業
の
独
立

採
算
性
を
考
慮
し
て
こ
の
料
金
を
考
え

て
い
ま
す
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
ち
り
ば
め

ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
可
能
性
を
秘
め
た

千
手
温
泉
を
、
大
い
に
利
用
し
な
い
と

損
で
す
ね
。
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鱗
灘
　
鎧

繍

繍
家
族
介
護
教
室
及
び

鐡
介
護
者
交
流
会

勲　　　　　　　　翻　　　　　　鐘　　　　　麟　　　　縄　　　欝　　欝　欝擬

　
介
護
の
工
夫
、
息
抜
き
の
方
法
、
健

康
管
理
な
ど
を
講
師
の
お
話
と
介
護
者

同
士
の
交
流
で
学
び
合
い
ま
せ
ん
か
。

　
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
方
、

関
心
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
期
日
第
一
回
…
十
月
十
九
日
（
金
）

　
／
第
二
回
…
十
一
月
十
四
日
（
水
）

　
／
第
三
回
…
平
成
十
四
年
二
月
二
十

　
六
日
（
火
）
／
第
四
回
…
三
月
予
定

◆
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

　
～
三
時
三
十
分

◆
会
場
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
無
料

◆
内
容

第
一
回

・
講
演
「
高
齢
者
に
多
い
心
の
病
気
と

　
介
護
者
の
心
の
健
康
管
理
」

　
講
師
／
中
条
第
二
病
院
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
須
賀
良
一
　
氏

第
二
回

・
講
演
「
家
族
介
護
の
経
験
か
ら
の
メ

　
ッ
セ
ー
ジ
」

　
講
師
／
呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族

　
の
会
新
潟
県
支
部
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
康
子
氏

・
介
護
者
の
交
流
会

第
三
回

・
サ
ー
ビ
ス
の
上
手
な
使
い
方

・
お
年
寄
り
の
食
事
の
工
夫

講
師
／
川
西
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

　
タ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
押
木
茂
樹
氏

・
介
護
者
の
交
流
会

　
　
　
相
談
員
／
今
藤
　
ゆ
か
り
　
氏

第
四
回

・
介
護
者
の
交
流
会

　
講
師
／
呆
け
老
人
を
か
か
え
る
家
族

　
の
会
新
潟
県
支
部
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
康
子
氏

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
課
健
康
推
進
係
（
盈
6
8
i
3

　
1
1
1
〈
内
線
2
3
3
〉
）

I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
体
験

　
料
理
教
室

◆
日
時
十
月
二
十
五
日
（
木
）
午
後

六
時
凶
八
時

◆
内
容
　
　
「
秋
の
ひ
と
と
き
の
ブ
ラ
ン

　
チ
」
・
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
か
ら
作
る
ラ

　
ザ
ニ
ア
・
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
風
ス
ー

　
プ
・
フ
ル
ー
ツ
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

◆
場
所
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
エ
プ
ロ
ン
」

◆
募
集
定
員
十
八
人
（
申
込
者
多
数

　
の
場
合
抽
選
）

◆
参
加
費
五
百
円

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
締
切
　
十
月
十
九
日
（
金
）

◆
申
込
先
　
東
北
電
力
㈱
お
客
さ
ま
セ

　
ン
タ
ー
（
暦
5
2
1
3
1
0
7
）

璽
＝箭

謬【

第
三
十
二
回
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市

　
錦
鯉
品
評
会

★
日
時
十
月
二
十
日
（
土
）
午
前
八

時
三
十
分
～
午
後
二
時
三
十
分

★
場
所
十
日
町
市
ク
ロ
ス
ー
0

★
出
品
鯉
の
搬
入
及
び
受
け
付
け

　
午
前
八
時
三
十
分
～
十
時

★
一
般
公
開
正
午
～
午
後
三
時

★
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
課
振
興
係

　
（
盈
6
8
1
3
1
1
1
〈
内
線
3
3

2
〉
）

◆州◆レ・◆刈レ州◆）・◆◆q（◆レレ◆図○欄◆レレ◆◆州◆レレ◎ゆ州◆レレ●図Oq◆レ）◆◆（（◆》）◆◆州◆レレ●ゆ閥◆）レ◆図●一（◆》レ◆◆朔◆レレ●ゆ州◆）レ◆◆州◆）・◎ゆ州◆））◎ゆ州◆レレ●ゆ司（◆）レ◆○祠◆レレ◆

新
し
い
干
手
温
泉
は
、
ど
ん
な
建
物
？

　
　
　
　
　
　
工
事
現
場
か
ら
の
報
告
　
最
終
回

13．10．10⑧

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
へ
行
か
な
く
ち
ゃ
〃

縄
文
の
里
広
域
交
流

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

　
川
西
町
を
始
め
と
す
る
近
隣
市
町
村

の
嫁
婿
対
策
と
し
て
企
画
。
す
て
き
な

思
い
出
を
求
め
て
、
ぜ
ひ
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

★
日
時
十
一
月
十
一
日
（
日
）

★
場
所
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

★
応
募
条
件
女
性
…
二
十
歳
以
上
の

　
独
身
者
／
男
性
…
十
日
町
市
・
中
魚

　
沼
郡
在
住
の
二
十
歳
以
上
の
独
身
者

★
募
集
人
数
　
男
女
と
も
に
百
人

★
参
加
費
女
性
…
二
千
円
／
男
性
…

　
七
千
円

★
応
募
締
切
　
十
月
二
十
二
日
（
月
）

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
農
業

　
委
員
会
（
暦
6
8
i
3
1
1
1
〈
内

線
3
3
5
〉
）

　
温
泉
工
事
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎

え
て
い
ま
す
。
建
物
内
部
の
仕
上
げ
も

ほ
ぼ
終
了
し
、
外
部
の
植
栽
や
構
内
道

路
の
整
備
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
庭
と
植
栽
の
ふ
ち
ど
り
な
ど
に
は
、

お
な
じ
み
の
信
濃
川
産
の
玉
石
を
随
所

に
工
夫
を
こ
ら
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
浴
室
の
浴
槽
や
露
天
風
呂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
り

も
信
濃
川
の
川
の
流
れ
に
洗
わ
れ
た
美

し
い
玉
石
を
厳
選
し
て
積
み
ま
し
た
。

ど
ん
な
お
風
呂
が
で
き
て
い
る
の
か
は

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
お
楽
し
み
！

玉
石
風
呂
石
積
み
作
業
の
様
子

　
植
栽
に
つ
い
て
は
、
町
の
木
で
あ
る

新
緑
の
美
し
い
ブ
ナ
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
植
え
て
い
ま
す
。
露
天
風
呂
で
は
の

ん
び
り
と
湯
に
つ
か
り
な
が
ら
四
季
の

移
り
変
わ
り
が
楽
し
め
る
小
さ
な
庭
を

つ
く
り
ま
し
た
。

露
天
風
呂
の
ヒ
ノ
キ
の
笠
木
を
取
り

付
け
、
最
終
仕
上
げ
を
し
て
い
る
と

こ
ろ

灘

漿
灘

　
二
月
の
除
雪
作
業
か
ら
本
格
的
に
始

ま
っ
た
工
事
を
振
り
返
る
と
、
瞬
く
間

に
通
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
様
々
な
工
事
の
工
程
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
の
顔
を
思
い
出
し
て

は
、
工
事
が
終
盤
を
迎
え
て
い
る
こ
と

を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
連
載
七
回
目
を
迎
え
た
工
事
現
場
か

ら
の
報
告
も
、
今
回
で
最
終
回
を
迎
え

ま
し
た
。
皆
様
を
お
迎
え
す
る
ま
で
も

う
少
し
工
事
は
続
き
ま
す
が
、
並
行
し

て
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
研
修
な
ど
、
十
一

月
二
十
三
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
ヘ

向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

　
新
し
い
千
手
温
泉
「
千
年
の
湯
」
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！
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平
成
十
四
年
度

保
冑
　
入
所
串
し
込
み
受
け
付
け

■
受
付
期
問

十
月
二
十
二
日
（
月
）
～
十
一
月
二
十

日
（
火
）

■
申
し
込
み
方
法

　
役
場
住
民
福
祉
課
及
び
各
町
立
保
育

園
に
備
え
付
け
の
「
保
育
所
入
所
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
添
付
書
類

・
「
保
育
所
入
所
児
童
家
庭
調
査
表
」

・
入
所
希
望
の
理
由
が
「
疾
病
・
負

　
傷
・
病
人
の
介
護
」
な
ど
と
な
る
方

　
は
、
医
師
の
診
断
書
が
必
要
と
な
り

　
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
平
成
十
四
年
度
は
、
千
手
保
育
園
に

　
お
い
て
「
大
規
模
修
繕
及
び
増
築
工

　
事
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
千
手

　
保
育
園
に
入
所
を
希
望
す
る
未
満
児

　
（
三
歳
未
満
）
の
お
子
さ
ん
に
つ
い

　
て
は
、
千
手
保
育
園
で
は
保
育
が
で

　
き
ま
せ
ん
の
で
、
四
月
当
初
か
ら
上

　
野
保
育
園
に
通
園
（
送
迎
有
り
）
し

　
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

　
た
、
三
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
に
つ
い

　
て
は
、
工
事
開
始
（
平
成
十
四
年
八

　
～
九
月
）
か
ら
年
度
末
ま
で
千
手
小

　
学
校
で
の
保
育
（
予
定
）
と
な
り
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い

　
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活
が
で

き
な
い
児
童
に
つ
い
て
は
、
入
所
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
家
庭
内
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
が

2
人
以
上
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご

と
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
児
童

で
、
入
所
申
し
込
み
時
に
「
保
育
の

実
施
を
希
望
す
る
期
間
」
を
就
学
前

ま
で
と
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
申
し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
保
育
所
入
所
児
童
家
庭

調
査
表
」
の
み
、
在
園
の
保
育
園
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

申
込
書
は
ご
家
族
の
方
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員

施　設　名 募集人員

千手保育園

就
学
前
児
童

80人

南原保育園 45人

上野保育園 60人

橘保育園 80人

仙田保育園 30人

計 295人

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
盈
6
8
1

3
1
1
1
〈
内
線
2
0
1
〉
）

髭声嘉

撃

十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

平
成
十
四
年
度
生
徒
募
集

一
般
選
考
（
織
布
科
、
染
色
科
）

■
応
募
資
格

織
布
科
高
等
学
校
卒
業
見
込
者
、
高

卒
以
上
の
概
ね
三
十
五
歳
ま
で
の
求
職

者染
色
科
①
織
布
科
と
同
じ
　
②
中
卒

以
上
の
求
職
者

■
募
集
定
員
織
布
科
、
染
色
科
①
②

そ
れ
ぞ
れ
十
人

■
願
書
受
付
期
間

織
布
科
　
十
月
十
七
日
～
三
十
一
日

染
色
科
①
織
布
科
と
同
じ
　
②
平
成

十
四
年
二
月
五
日
～
三
月
六
日

■
選
考
試
験
日

織
布
科
　
十
一
月
十
四
日
（
水
）

染
色
科
①
織
布
科
と
同
じ
　
②
平
成

十
四
年
三
月
十
二
日
（
火
）

■
間
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
9
4
8
－
0
0
2
2
　
十
日
町
市
辰

甲
八
一
六
　
十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
鱈
5
7
1
1
1
0
5
）

◆．4◆レ．◆◆．（◆レ．◆◆．（◆レ．◆◆．噸◆）．◆◆司司◆）・◆◆ぐq◆）・◆◆・q◆レ・◆◆（（◆　◆◆（《◆レ）◆◆司《◆　◆◆司（◆　◆◆叫ゆレ◆◆・（◆レレ◆◆’（◆レレ◆◆q（◆レレ◆◆く《◆）レ◆◆〈（◆）レ◆◆（（◆レ）◆

生
涯
学
習
だ
よ
り
⑦

高
齢
者
学
級
で
地
域
を
結
ぶ
！

　
「
何
か
を
学
び
た
い
」
1
そ
う
し
た

二
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
え
て
、
六
十
五

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
学
び
・
生
か

し
あ
い
、
共
に
育
つ
こ
と
を
目
的
と
し

た
高
齢
者
学
級
が
あ
り
ま
す
。
老
い
を

楽
し
み
、
明
日
の
自
分
を
作
る
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
今
年
も

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
、
「
川
西

石
仏
散
歩
」
と
名
づ
け
て
馬
頭
観
音
、

道
祖
神
、
六
地
蔵
な
ど
を
見
て
歩
き
、

参
加
者
は
改
め
て
石
仏
の
メ
ッ
カ
で
あ

る
こ
と
を
知
る
と
と
も
に
、
信
仰
心
あ

つ
い
町
柄
で
あ
る
こ
と
や
そ
の
保
存
や

手
入
れ
な
ど
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
瀬
替
え

の
郷
せ
ん
だ
」
や
賑
わ
い
空
間
事
業

「
千
手
温
泉
」
な
ど
の
新
し
い
建
物
に

も
関
心
を
持
ち
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

国
道
二
五
二
号
や
公
園
に
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
紫
サ
ル
ビ
ア
を
植
え
た
こ
と
も

心
地
良
い
体
験
で
し
た
。
純
真
無
垢
な

保
育
園
児
と
の
「
よ
も
ぎ
菖
蒲
」
は
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
心
踊
る
ひ
と
幕
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
秋
に
は
目
的
別
町
外
研
修
と
し
て
、

今
話
題
の
「
困
窮
し
て
い
た
長
岡
藩
に

米
百
俵
を
贈
っ
た
三
根
山
藩
」
の
米
の

生
産
ル
ー
ツ
な
ど
を
訪
ね
、
農
民
魂
に

触
れ
て
み
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
講
座
も
楽
し
い
こ
と
が
目

白
押
し
で
す
。

　
い
ま
、
高
齢
者
学
級
に
は
、
社
会
変

化
に
対
応
で
き
る
学
習
こ
そ
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
活
動
に
「
夢
」
や
「
目
標
」

を
も
っ
て
こ
そ
、
楽
し
さ
が
倍
加
し
数

多
く
の
元
気
老
人
が
生
き
生
き
と
賑
わ

う
町
づ
く
り
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

「
身
体
が
動
け
ば
気
持
ち
も
起
き
る
」

と
多
様
な
提
案
を
心
が
け
、
豊
か
な
老

後
へ
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

念
じ
て
い
ま
す
。

肩たたきで嬉しいひととき

　
未
知
へ
の
探
究
心
、
人
生
へ
の
興

味
・
歓
喜
を
持
つ
こ
と
に
さ
ら
な
る
幅

を
広
げ
、
新
し
い
活
動
に
仲
間
と
し
て

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
盈
6
8
i
2
1
6
7
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑨13．10・10
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灘
灘
罎
ユ
ー
タ
研
修
覆
懸

■
受
講
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
電
話
・
窓
口
に
よ
る
申
し
込
み
」

　
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
（
日
本
語
入
力
）

や
マ
ウ
ス
操
作
が
無
理
な
く
行
え
る
方

■
応
募
方
法

［
往
復
は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み
］

十
月
十
六
日
（
火
）
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
希
望
コ
ー
ス
お
よ
び
希
望

　
日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
ひ
と
り
、
二
つ
の
コ
ー
ス
ま
で
受
講

可
能
で
す
。

■各コースの日時等

十
月
二
十
五
日
（
木
）
午
前
九
時
か

　
ら
受
付
開
始
。
定
員
に
空
き
の
あ
る

　
コ
ー
ス
が
対
象
。

※
往
復
は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み
を
優

先
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

＋
日
町
情
報
館

　
〒
9
4
8
－
0
0
7
2

　
十
日
町
市
西
本
町
二

　
（
盈
5
0
－
5
1
0
0
）

講座名 定員 受講料 期　　　日 時間（午後）

はじめてのマウス

＆キーボード

応用研修
12 無料

11月13日㈹・14日㈱ 2時～4時

12月12日㈱・13日休） 7時～9時

3月7日㈲・8日㈹ 2時～4時

ホームページ

作成研修
12 無料

11月7日㈱・8日㈲ 7時～9時

1月10日㈲・11日㈹ 2時～4時

Word応用研修 15 2，000円
11月28日伽・29日㈲ 7時～10時

1月24日㈲・25日㈹ 2時～5時

Excel入門研修 15 2，000円

11月21日㈱・22日休） 7時～10時

12月20日㈲・21日㈹ 2時～5時

12月26日㈹・27日㈱ 7時～10時

Excel応用研修 15 2，000円

1月29日㈹・30日㈱ 2時～5時

3月5日㈹・6日㈱ 7時～10時

3月27日㈱・28日㈲ 7時～10時

Web画像加工

入門研修
12 無料

11月　1日㈲・2日㈹ 7日寺～9時

12月4日㈹・5日㈱ 7時～9時

川
西
町

に
ぎ
わ
い
商
品
券

　
　
　
　
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
川
西
町
の
新
世
紀
創
造
事
業
の
一
環

と
し
て
、
商
工
会
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
が
、
十
月
十
五
日
か
ら
『
川
西

町
に
ぎ
わ
い
商
品
券
』
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
総
発
券
額
三
千
六
百

万
円
で
内
六
百
万
円
分
が
プ
レ
ミ
ア
ム

（
二
割
）
と
な
り
、
商
品
券
十
二
枚
綴

り
が
一
万
円
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
左
記

の
ほ
か
詳
し
く
は
、
商
工
会
（
実
行
委

員
会
）
が
発
行
す
る
チ
ラ
シ
等
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
商
品
券
発
売
日

　
平
成
十
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
完
売

　
す
る
ま
で

◆
使
用
有
効
期
間

　
発
売
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
二
月
三

　
十
一
日
ま
で

◆
商
品
券
購
入
資
格

　
川
西
町
在
住
の
十
六
歳
以
上
の
方

　
（
商
工
会
加
盟
店
は
除
く
）

◆
商
品
券
販
売
場
所

・
千
手
地
区
　
商
工
会
　
㈱
く
り
や
商

店
佐
渡
屋
商
店

・
上
野
地
区
　
金
久
商
店

・
橘
地
区
　
　
㈱
ヒ
ノ
デ

・
仙
田
地
区
　
伊
乃
助
そ
ば
店

◆
商
品
券
取
扱
加
盟
店

　
チ
ラ
シ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
　
　
　
氣
、

定
絹
募

認
事
員

護
会
職

介
翻
託

　
　
　
　
蠣

1■申込受付　　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

111月9日（金）まで1
監，．，漏．．．．．．．．．誕．＿．齪＿＿＿溜＿＿譲

　
広
域
六
市
町
村
で
共
同
設
置
し
て
い

る
介
護
保
険
の
認
定
審
査
会
事
務
局
の

嘱
託
職
員
（
二
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
業
務
内
容
】

　
　
介
護
保
険
の
介
護
認
定
審
査
会
の

　
運
営
（
嘱
託
書
記
）
…
会
議
日
程
の

　
編
成
と
委
員
問
の
調
整
、
資
料
収
受

　
点
検
・
作
成
、
会
議
運
営
等

【
応
募
条
件
】

・
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中

　
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
に
在
住

し
て
い
る
者

・
年
齢
四
十
歳
か
ら
六
十
二
歳
ま
で
の

者
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
現
在
）

・
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
者

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
者

・
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

【
採
用
時
塑

　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
（
予
定
）

【
勤
務
地
】

十
日
町
市
ク
ロ
ス
ー
0
内

【
勤
務
条
件
等
】

①
勤
務
時
間

　
・
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、

　
　
ま
た
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
八
時

　
　
ま
で
の
一
日
に
つ
き
六
時
間
。

　
・
審
査
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
割
り

　
　
振
り
ま
す
が
、
午
後
八
時
ま
で
の

　
　
勤
務
が
一
か
月
あ
た
り
十
五
日
程

　
　
度
に
な
り
ま
す
。

②
任
用
期
間

　
　
一
年
問
（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
）

③
報
酬

　
　
月
額
十
五
万
円
か
ら
十
七
万
円
程

　
　
度

④
休
日

　
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

⑤
休
暇

　
　
十
二
日

【
応
募
手
続
き
】

　
　
役
場
保
健
課
介
護
保
険
係
（
ほ
か

広
域
五
市
町
村
）
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
自
書
し
、
十

日
町
市
介
護
保
険
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
十
一
月
九
日
（
金
）
ま
で
（
郵
送

　
の
場
合
、
消
印
は
十
一
月
九
日
ま
で

有
効
）

【
採
用
の
決
定
】

　
十
一
月
二
十
日
か
ら
三
十
日
の
間

に
予
定
し
て
い
る
面
接
と
提
出
さ
れ

た
書
類
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
面
接

日
時
・
会
場
は
、
応
募
者
に
直
接
連

絡
し
ま
す
。

【
申
込
書
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

十
日
町
市
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

　〒9

4
8
1
8
5
0
1

十
日
町
市
千
歳
町
三
丁
目
三
番
地

　
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
）
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山
野
田
の
話

　
千
手
神
社
境
内
に
「
合
社
記
念
碑
」

が
立
っ
て
い
る
。
四
十
年
ば
か
り
前
ま

で
は
、
四
郎
兼
小
路
を
通
っ
て
い
く
稲

葉
道
に
あ
っ
た
も
の
で
、
基
盤
整
備
で

旧
状
を
一
新
す
る
の
に
際
し
て
移
転
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
古
い
山
野
田
村
は
、

そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
山
す
そ
に
近

い
と
こ
ろ
で
村
立
て
が
は
じ
ま
っ
た
。

現
在
の
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
か

ら
、
五
〇
〇
層
ば
か
り
西
へ
入
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
基
盤
整
備
す
る
前
に
は
、
鎮
守
・
十

ニ
ノ
浦
・
十
ニ
ノ
前
な
ど
の
小
字
（
こ

あ
ざ
）
地
名
が
あ
っ
た
。
鎮
守
は
、
山

の
神
を
祀
る
十
二
社
で
あ
る
。

千手神社に残る合社記念碑

　
何
時
ご
ろ
、
ど
の
く
ら
い
の
村
が
で

き
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）
に
編
成
さ
れ
た
「
白

川
風
土
記
」
に
は
、
室
町
時
代
の
永
享

年
中
（
一
四
二
九
～
一
四
四
〇
）
に
開

発
さ
れ
て
、
文
化
初
年
に
は
戸
数
八
軒

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
前
の
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）

ご
ろ
は
、
二
軒
・
十
二
人
・
馬
一
匹
と

あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
延
享

四
年
（
一
七
四
七
）
作
成
の
千
手
新
田

絵
図
に
は
、
山
野
田
村
か
ら
の
転
入
二

軒
が
あ
る
。

　
『
中
魚
沼
郡
誌
』
で
は
、
明
治
四
十

三
年
に
八
軒
・
五
十
九
人
と
あ
り
、
宮

姓
が
六
軒
で
北
村
姓
が
二
軒
で
あ
っ
た

　
ヤ
　
　
　
　
の

と
ヤ
・
つ

　
十
二
社
の
境
内
に
二
本
の
大
杉
が
あ

っ
て
、
「
お
宮
は
小
さ
い
が
、
杉
の
大

木
は
見
事
な
も
ん
だ
」
と
評
判
さ
れ
、

八
海
山
に
登
っ
て
眺
め
る
と
、
は
る
か

に
遠
い
田
ん
ぼ
の
中
に
大
杉
が
見
え
た

道
か
ら
は
ず
れ
て
い
た
の
で
、
山
野
田

村
に
町
並
み
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な

き
っ
か
け
は
ひ
と
つ
も
な
く
、
た
だ
た

だ
稲
作
に
励
む
だ
け
の
村
で
あ
っ
た
。

　
明
治
四
十
年
に
小
千
谷
か
ら
川
西
地

方
を
貫
い
て
、
旧
吉
田
村
・
貝
野
村
へ

延
び
る
県
道
が
で
き
た
け
れ
ど
も
、
山

す
そ
沿
い
の
山
野
田
に
は
そ
れ
ほ
ど
の

影
響
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
正
十
三
年
十
月
に
千

手
ト
ン
ネ
ル
・
十
日
町
橋
が
竣
工
・
開

通
し
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
新
道
も
整
備

さ
れ
て
こ
れ
ま
で
の
交
通
事
情
は
一
変

し
、
県
道
沿
い
に
移
転
し
た
新
し
い
山

と
い
う
自
慢
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　
明
治
四
十
年
に
千
手
地
区
の
七
社
を

合
併
し
て
千
手
神
社
を
建
て
た
が
、
山

野
田
の
十
二
社
も
加
わ
り
、
こ
の
と
き

大
杉
も
伐
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
小
千
谷
か
ら
木
伐
り
職
人
が
や
っ
て

き
た
と
い
う
が
、
切
株
の
差
し
渡
し
が

大
き
い
方
は
、
九
尺
（
直
径
二
・
七
ど

も
あ
り
、
小
さ
い
方
は
四
尺
だ
っ
た
。

鎮
守
の
跡
に
立
て
た
の
が
、
合
社
記
念

碑
で
あ
る
。

　
昔
の
道
筋
を
見
る
と
、
千
手
新
田
か

ら
東
へ
お
り
て
い
っ
て
孫
左
衛
門
渡
し

で
信
濃
川
を
越
え
、
十
日
町
を
抜
け
て

関
東
・
江
戸
へ
向
か
う
と
い
う
主
要
街

（
第
六
回
）

村
政
基

野
田
集
落
が
は
じ
ま
っ
た
。
，

　
さ
ら
に
、
昭
和
初
年
に
千
手
発
電
所

工
事
が
は
じ
ま
り
、
工
事
事
務
所
が
設

置
さ
れ
て
発
電
所
通
り
の
道
も
新
設
さ

れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
の
出
入
り
が
は
げ
し
く
な
っ
た
。

　
鉄
道
省
の
職
員
が
ハ
イ
カ
ラ
な
服
装

で
行
き
来
し
、
家
族
と
住
む
官
舎
も

続
々
と
建
て
ら
れ
、
建
設
会
社
の
出
張

所
が
い
く
つ
も
出
来
た
。
工
事
人
夫
が

山
の
よ
う
に
入
り
込
ん
で
、
あ
ち
こ
ち

に
飯
場
（
は
ん
ば
、
作
業
員
宿
舎
）
が

つ
く
ら
れ
た
。

　
コ
ッ
プ
酒
を
出
す
一
杯
飲
み
屋
が
赤

い
提
灯
を
入
口
に
吊
す
と
、
す
ぐ
に
女

給
さ
ん
の
い
る
カ
フ
ェ
ー
・
バ
ー
も
店

開
き
し
て
、
若
い
人
た
ち
を
誘
い
込
む
。

山
野
田
は
、
発
電
所
工
事
景
気
で
沸
き

立
っ
て
い
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
第
三
期
工
事

が
再
開
。
そ
の
後
第
五
期
工
事
ま
で
継

続
し
て
工
事
終
了
、
工
事
事
務
所
も
小

千
谷
へ
移
っ
た
。

　
明
治
末
年
に
は
、
田
畑
に
か
こ
ま
れ

て
い
た
わ
ず
か
八
軒
の
集
落
が
、
時
代

の
流
れ
の
中
で
大
き
な
変
化
を
繰
り
返

し
た
あ
と
、
い
ま
は
大
字
山
野
田
の
地

籍
内
に
、
山
野
田
・
中
島
町
・
発
電
所

通
西
・
発
電
所
通
東
・
南
台
・
鉄
道
ア

パ
ー
ト
・
栄
町
・
山
野
田
住
宅
・
県
営

住
宅
・
朝
日
町
の
町
内
区
分
が
あ
り
、

三
〇
六
世
帯
・
一
、
〇
三
三
人
（
平
成

十
三
年
九
月
）
の
住
民
が
い
る
。

　
孫
左
衛
門
渡
し

　
千
手
発
電
所
の
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
傍

を
通
っ
て
妻
有
大
橋
へ
お
り
て
い
く
崖

際
の
道
に
、
孫
左
衛
門
橋
が
架
け
ら
れ

て
い
る
。
昔
は
、
坂
に
な
っ
て
い
る
橋

は
め
ず
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
斜
橋
と

呼
ば
れ
る
。

　
妻
有
大
橋
の
挟
の
南
側
に
、
僅
か
な

戸
数
の
孫
左
衛
門
集
落
が
あ
っ
た
。
全

戸
が
渡
し
守
の
ム
ラ
で
、
地
元
の
三
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

節
に
、
「
千
手
町
か
ら
十
日
町
　
間
に

　
　
　
だ
い
か
わ

千
曲
の
大
川
　
孫
左
衛
門
渡
し
が
な
き

ゃ
よ
か
ろ
」
と
歌
わ
れ
、
近
郷
で
は
誰

　
　
　
　
　
　
　
ま
ご
　
ぜ
　
ん

も
が
知
っ
て
い
る
孫
左
衛
門
渡
し
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
信
濃
川
の
中
州
に
耕
地
が
あ
っ
て
、

そ
こ
へ
往
き
来
す
る
の
に
舟
を
使
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
十
日
町
へ
行
く
一
般
の

人
た
ち
に
頼
ま
れ
て
、
渡
し
舟
を
営
業

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
禄
年
間
の
こ孫左衛門橋から信濃川を望む

ろ
で
あ
っ
た
か
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　
宗
家
の
孫
左
衛
門
（
田
中
氏
）
は
、

高
田
の
武
士
で
あ
っ
た
先
祖
が
、
こ
の

地
へ
移
っ
て
百
姓
と
な
り
、
中
州
を
起

こ
し
て
耕
地
を
作
っ
た
と
い
う
。
元
禄

七
年
（
一
六
九
四
）
改
村
鑑
に
、
「
渡

守
弐
軒
」
と
あ
る
。

　
大
正
十
三
年
の
十
日
町
橋
竣
工
で
、

渡
船
場
と
し
て
の
役
割
は
終
わ
っ
た
け

れ
ど
も
、
昭
和
初
年
か
ら
の
発
電
所
建

設
工
事
の
拠
点
と
な
り
、
昭
和
八
年
に

架
設
さ
れ
た
軽
便
線
鉄
橋
は
休
み
な
く

材
料
運
搬
列
車
が
往
復
し
て
賑
や
か
と

な
っ
た
。

　
洪
水
で
十
日
町
橋
が
破
損
す
る
と
、

こ
の
軽
便
鉄
橋
を
歩
い
て
い
く
一
般
の

人
た
ち
が
多
く
、
妻
有
大
橋
の
開
通
ま

で
は
、
孫
左
衛
門
の
呼
び
名
は
川
西
郷

に
行
き
わ
た
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
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　　　迫力の100メートル走
先頭は優勝した金子竜美くん（上野小6年）

第5回十日町市・川西町小学校

9月18日、十日町市笹山陸上競技場で、第5回十日町市・川西町

小学校親善陸上大会が開催されました。

※1位～10位までの上位3位を紹介します。ただし、10位までに町

内小学校の入賞者がいた場合、それを含め上位3位とします。

　※は大会新記録

100メートル 100メートル

①稲田　岳（千手） ②小川諒兵（上野） ③南雲　翔（下条） ①庭野彩花（西） ②保坂美紀（東） ③中川　希（下条）

1500メートル 800メートル

①斉木智裕（鐙島） ⑦平野聖士（千手） ⑨太田　渉（千手） ①保坂美紀（東） ②野上優花（鐙島） ⑨野沢法子（橘）

走り幅跳び 走り幅跳び

①江村優介（西） ③稲田　岳（千手） ⑩田村龍平（上野） ①樋口晴香（水沢） ②高野夏香（馬場） ⑨相崎美耶子（上野）

走り高跳び 走り高跳び

①村山　航（下条） ②川崎茂人（千手） ⑩高橋惇（千手） ①丸山菜都美（橘） ②味原愛美（十日町）⑩山口友紀（橘）

80メートノレ／￥一ドノレ 80メートノレ／￥一ドノレ

①南雲翔（下条） ②庭野奏磨（十日町）⑨数藤拓哉（千手） ①桜井桃子（十日町）②小川佳那（西） ③春日美晴（西）

400メートルリレー 400メートルリレー
①水沢小　　　　　②下条小

⑤千手小（高橋惇、稲田　岳、川崎茂人、数藤拓哉）

①西小　　　　　　②中条小

⑥±手少（星名里香、小川佳美、櫃間香帆、小川さゆり）

』
ミ

霧灘編・、藩，葦、、

100メートル 100メートル

①金子竜美（上野） ④春日大輝（千手） ⑥田口裕也（橘） ※①曽根瑞希（中条）②村山未有（東） ⑩北村美加（千手）

1500メートル 800メートル

①阿部将吾（下条） ②渡辺謙人（川治）⑧村越俊介（橘） ①村山未有（東） ②小林祐佳（下条） ③関谷みなみ（川治）

走り幅跳び 走り幅跳び

①丸山健志郎（千手）②水落祐太朗（中条）⑤金子竜美（上野） ①曽根瑞希（中条） ⑤渡辺響子（橘） ⑦高橋未来（上野）

走り高跳び 走り高跳び

①小宮山　諒（中条）②金沢翔吾（水沢） ⑥小野塚裕（千手） ①保坂夏代（川治） ④藤巻知美（橘） ⑩星名美佳（千手）

80メートノレ／￥一ド辺レ 80メートノレ／￥一ドノレ

1水落裕貴（下条） ②藤田　揺（下条） ④春日大輝（千手） ③蔵品あゆみ（千手）⑤田村知佳（千手） ⑧南雲春佳（千手）

400メートルリレー 400メートルリレー
①中条小　　　　　②下条小

③千手小（関口　誠、春日大輝、丸山夏輝、丸山健志郎）

①中条小　　　　　②川治小

⑤千手小（南雲春佳、北村美加、尾身李奈、蔵品麻弥）

混成400メートルリレー

①六箇小　　　　　②東下組小

⑥仙田小（中條知佳、市川ひかる、樋口奈央、増田隼人）

　
㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西
は
、
千
手
温
泉

を
中
心
と
す
る
賑
わ
い
空
間
全
体
の
企

画
・
運
営
を
進
め
る
核
と
な
る
機
関
。

誰
か
が
教
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
を
自
分
で
切
り
開
い
て
い
く
充

実
感
が
魅
力
の
よ
う
で
す
。

　
「
で
も
い
ま
は
、
オ
ー
プ
ン
準
備
で

頭
が
い
っ
ぱ
い
。
メ
ジ
ャ
ー
を
持
っ
て

テ
ー
ブ
ル
を
計
っ
て
い
る
夢
を
み
た
り

す
る
ん
で
す
よ
」
と
、
こ
ろ
こ
ろ
と
笑

い
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
そ
の
笑
顔
が
、
千
手
温
泉

の
顔
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

麟
驚
懸
欝
鑑
ど
1
箋
2
②
　
湘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

「
㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西
」
の
巻
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

・
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
川
西
、
中
島
で
ご
ざ
い
ま
す
」
元

気
な
ま
あ
る
い
声
が
、
受
話
器
の
向
こ

う
か
ら
響
い
て
き
ま
す
。

　
こ
の
春
、
六
日
町
に
あ
る
短
期
大
学

を
卒
業
し
た
中
島
瞳
さ
ん
（
2
1
歳
・
中

島
町
）
は
、
迷
わ
ず
地
元
へ
の
就
職
を

志
望
し
、
「
楽
し
そ
う
、
や
り
が
い
が

あ
り
そ
う
」
と
、
㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西

の
言
貝
に
な
り
ま
し
た
。
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グ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に

横
断
歩
道
出
現
！

　
九
月
二
十
七
日
、
中
子
運
動
場
で
第

二
十
回
郡
市
高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
十
日
町
市
が
六
、
津

南
町
と
川
西
町
が
各
四
、
中
里
村
が
二

の
計
十
六
チ
ー
ム
で
、
卜
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
競
技
場
前
に
設
け
ら

れ
た
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
ゲ
ー
ム
を
開

始
す
る
方
式
と
な
っ
て
い
て
、
単
に
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
を
競
う
だ
け
で
な
く
、
横

断
歩
道
の
渡
り
方
も
審
査
対
象
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
は
「
交
通
安
全
」

の
冠
が
あ
る
大
会
で
す
ね
。

　
結
果
は
、
優
勝
が
高
山
松
寿
会
、
第

二
位
が
津
南
下
平
、
第
三
位
が
十
日
町

中
央
、
川
西
千
手
、
岩
瀬
亀
楽
会
で
し

た
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●0●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●OO●●●●●●●●●●0●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●9●●●●●■●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●OO●●●●●●●0●0●●●●●

みんなのカで福祉まつり

　9月30日、川西町
総合体育館で、第4回

が
　
　
や
ラ

り
　
。
金
ボ

つ
た
募
　
、

ま
し
同
を

祉
ま
共
営

福
れ
根
運

し
わ
羽
の

に
な
い
　
一

わ
こ
赤
ザ

か
お
　
　
バ
ンティアの皆さんがて

きぱきとこなし、福祉
用品の展示場では、工震隻鞭ンティアとして運営

夫を凝らした最新の器

具に見入る参加者の姿が見られました。

　今回、特に関心を集めていたのが車椅子乗車体験で、屋内

の小さな段差や道路のちょっとしたギャップでも大きな障害

になることに、試乗した参加者は驚いていました。

　午後1時30分からは、特定非営利活動法人サービスこの

ゆびと一まれ理事長の惣万佳代子さんを講師に迎え、「大き

な家族のように」と題して記念講演が行われました。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
・
・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

さようなら（仮設の）干手温泉

　9月30日で、旧川西幼稚園を改装した千手温泉施設が運

営を終了しました。

　千手温泉は、平成7年10月にオープンして以来、泉質の

良さと手ごろな料金から近隣の人たちの憩いの場として親し

まれ、6年の間に61万8千人あまりの入浴者がありました。

　9月28日～30日には、千手温泉の利用者が参加して「さ

よなら公演」が開催されました。会場のホールはぎっしり満

員で、まさに立錐の余地もないほどの盛況ぷりでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町内はもとよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、近隣市町村か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　らのお客さんが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　次々に自慢ののど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を披露すると、会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　場からは大きな喝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　采の渦がわき上が

出演者と観客が＿体になろたステニジーっていました。

が繰り広げられました

氾僧
圏

大
地
の
芸
術
祭

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
　
　
　
－
第
二
回
開
催
概
要
や
作
家
公
募
情
報
も
掲
載
中
ー

　
第
二
回
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
、
い

ろ
い
ろ
な
形
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
九
月
十
日
よ
り
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
一
回
の
時
も
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

構
成
を
簡
素
化
し
て
、
よ
り
地

域
密
着
の
情
報
を
早
め
に
更
新

し
な
が
ら
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
語
と

英
語
の
両
方
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。　

現
時
点
で
の
内
容
は
、
今
も

見
ら
れ
る
作
品
の
紹
介
を
含
め

た
第
一
回
の
記
録
、
開
催
方
針

や
ス
テ
ー
ジ
整
備
に
つ
い
て
の

第
二
回
最
新
情
報
、
越
後
妻
有

　　　　　　　　　　　　　　麓　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　錘

　　　　　　　　灘　　　　　　灘　　　　　叢

ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
事
業
に
つ
い

て
の
説
明
、
交
通
手
段
や
第
一
回
の
記

録
集
な
ど
の
紹
介
、
関
係
機
関
へ
の
リ

ン
ク
集
と
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
新
着
情
報
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
で
は
、
第
二
回
の
作
品
づ
く
り
に
向

け
た
作
家
選
定
の
た
め
の
公
募
情
報

と
、
八
月
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行

わ
れ
た
「
凧
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆

凧
揚
げ
」
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

ホームページには1日50件以上のアクセスがあります

　
今
後
こ
ま
め
に
更
新
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
時
々
閲
覧
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
十
日
町
情
報
館
な
ど

で
ご
覧
下
さ
い
。

　
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
び
ξ
”
＼
≧
∈
≦
●
鼠
鼻
o
こ
℃
、
併
壕
o
昌
ざ

⑬13．10．10



ヲ
　
九
月
は
稲
刈
り
の
月
と
も
い
え
る
ほ
ど
、

各
地
で
一
斉
に
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
順
調
に
作
業

も
進
ん
だ
よ
う
で
す
。
昔
な
が
ら
の
手
刈
り
、

最
新
鋭
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
高
速
刈
り
取
り
な

ど
、
町
内
で
も
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
が
見
ら

れ
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
ひ
ろ
っ
て
み
ま
し
た
。

鍵

麟
騰

、
．
騰
灘

灘麟雷　　麟

．
灘
懸

　
　
　
．
灘

　
　
　
灘

聾匙

　　漁

　欝懸黙

　
　
　
嚢

獺
．
雛

　
　
瞬灘黎
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ズー

ム
ア
ツ
プ
役
場
㈱

鳩
も
壽
伝
っ
て
く
れ
！

　
役
場
の
業
務
に
は
、
税
務
課
、
建
設

課
な
ど
の
よ
う
に
、
個
々
の
業
務
が
は

っ
き
り
区
分
で
き
る
も
の
の
ほ
か
、
各

課
の
業
務
を
横
断
す
る
も
の
や
、
新
し

い
時
代
を
と
ら
え
て
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
新
規
分
野
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た

事
業
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
通
常
の

業
務
分
担
で
は
限
界

が
あ
る
た
め
、
役
場

の
各
部
署
か
ら
適
任

と
お
も
わ
れ
る
職
員

を
選
抜
し
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
行
政
改
革
や
I
T

推
進
、

が
あ
り
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

し
、
時
代
の
変
化
や
業
務
の
見
直
し
な
　
旧

ど
に
よ
似
現
行
の
法
令
で
は
対
処
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

き
な
い
こ
と
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
場
　
剛

合
に
行
わ
れ
る
の
が
、
条
例
・
規
則
の

新
設
や
改
正
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
条
例
・
規
則
と
い
う
も

の
も
、
体
裁
か
ら
表
現
方
法
、
改
正
の

順
序
や
言
い
ま
わ
し
、
書
き
出
し
文
字

の
位
置
や
大
き
さ
な
ど
が
こ
と
細
か
に

決
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
の
っ
と
っ

た
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
地
域
振
興
の
検
討
な
ど
の
分
野

　
　
　
　
　
　
　
条
例
や
規
則
な
ど
、

業
務
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
言
え
る
法
令
を

審
査
す
る
例
規
審
査
委
員
会
も
そ
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
役
場
の
業
務
は
、
極
端
な
言
い
方
を

す
れ
ば
、
す
べ
て
条
例
や
規
則
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
、
「
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
で
き
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

　　　　　　騨鑛馨

担
当
課
で
作
成
し

た
条
例
案
な
ど
を
、

こ
う
し
た
約
束
事
に

沿
っ
て
い
る
か
、
他

の
法
令
と
矛
盾
し
て

い
な
い
か
な
ど
に
つ

い
て
審
査
す
る
の
が

例
規
審
査
委
員
会
で

す
。　

こ
う
し
た
チ
ェ
ツ

ク
を
経
て
、
条
例
案

が
議
会
に
提
出
さ

れ
、
議
決
を
経
た
あ
と
町
長
が
公
布
し

て
初
め
て
効
力
を
発
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
九
月
議
会
で
審
議
す
る

条
例
案
な
ど
を
審
査
し
て
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
ム
ズ
か
し
い
顔
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
撮
影
用
の
顔
…
い
や
、

ホ
ン
ト
に
難
し
い
ん
で
す
、
ほ
ん
と
。

　
窓
の
外
で
は
、
鳩
が
巣
づ
く
り
に
は

げ
ん
で
い
ま
し
た
。
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善

意

広
報
に

高
橋
　
丑
松
（
大
阪
府
）

公
民
館
図
書
に

南
雲
　
春
雄
（
中
央
町
）

長
谷
川
政
已
（
寺
尾
）

（
敬
称
略
）

一
万
四
千
円

二
十
六
冊

　
　
三
冊

苗簾麟醸昇葬晶副ど筆
ト六徳セーシヤ私村辺水鷲月

擁驚業奇袈上簿
廣岩艶木淵1倉市野婁ら1
田瀬田深落園町　　国　　　　　し＿＿　多

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
た
　
　
い
ち

児
玉
太
一

　
　
　
た
か
　
と

仲
嶋
嵩
人

　
　
　
は
や
　
　
と

富
井
勇
登

　
　
　
り
ん
　
か

村
越
鈴
果

　
　
　
み
ず
　
き

小
林
瑞
樹

　
　
　
み
　
　
う

井
川
美
羽

百健さ立直貞照克奈一美幸
合　お　　　　　　奈
子久り昌美雄子也子雄紀一

上
　
野

上
　
野

二
三
日
留
守
を
祖
に
詫
び
秋
彼
岸

見
学
の
皇
居
の
秋
や
曼
珠
沙
華

救
急
車
遠
く
に
聞
こ
ゆ
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

騒
音
に
馴
れ
し
籾
処
理
場
の
人
等

時
折
り
に
風
向
き
変
わ
る
稲
埃

雲
一
つ
無
き
稲
刈
り
の
捗
り
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

七
人
の
糧
積
み
心
爽
や
か
に

秋
灯
や
読
ん
で
飽
か
ざ
る
王
維
の
詩

鎌
研
ぐ
に
程
よ
く
畔
の
草
の
露

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

ゆ
で
卵
こ
つ
ん
と
割
っ
て
秋
隣

夜
祭
の
子
等
尻
並
べ
金
魚
見
る

蔓
た
ぐ
る
南
瓜
こ
ろ
こ
ろ
五
つ
六
つ

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

夏
疲
れ
し
た
か
の
よ
う
な
蝉
の
声

よ
き
あ
し
た
芙
蓉
大
き
く
一
つ
咲
き

湯
の
宿
の
一
夜
と
ま
り
の
虫
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

赤
い
羽
根
帽
子
に
つ
け
て
街
を
行
く

栗
御
飯
供
え
仏
に
語
り
か
く

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

行
く
道
を
一
歩
進
め
て
天
高
し

新
生
姜
さ
ら
り
と
洗
い
食
卓
に

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

牛
の
目
の
細
き
ま
な
ざ
し
秋
の
風

稲
を
刈
る
音
を
束
ね
て
積
上
げ
し

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

稲
を
刈
る
日
和
寸
分
も
余
さ
ず
に

目
途
立
た
ぬ
出
店
予
定
地
群
芒

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

な
に
ご
と
も
な
か
り
し
二
百
十
日
か
な

豊
年
の
心
に
弾
む
コ
ン
バ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

自
然
美
を
探
れ
ば
深
し
秋
の
山

奉
祝
の
二
字
を
浮
き
出
す
花
火
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

父
母
偲
び
供
う
い
も
煮
や
秋
彼
岸

声
弾
み
ワ
イ
ン
を
作
る
ぶ
ど
う
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

コ
ン
バ
イ
ン
日
和
り
相
手
に
稲
を
刈
る

夕
焼
に
明
日
の
日
和
り
を
祈
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

葺
き
替
え
の
屋
根
職
人
に
残
暑
か
な

新
米
の
出
来
を
諸
手
で
す
く
ひ
見
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

こ
お
ろ
ぎ
の
来
る
や
大
根
間
引
く
手
に

孫
か
ら
の
電
話
の
う
れ
し
敬
老
日

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

朝
日
さ
す
盛
り
の
胡
瓜
少
し
も
ぐ

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
金
子
　
鉄
平

栄
　
町

野
　
口

中
仙
田

東
善
寺

（
9
月
－
日
～
3
0
日
届
け
出
順
）

●休日救急医

10月14日たかき医院
　　　　　（土市）

　　　　　盈58－2361
　　21日本町クリニック
　　　　　（本町3）

　　　　　盈50－1160

　　　〃上村病院
　　　　　（中里村）

　　　　　盈63－2111
　　28日小林内科医院
　　　　　（中条）

　　　　　盈52－7155

11月3日富田医院
　　　　　（発電所通西）

　　　　　盈61－0200

　　　4日池田医院
　　　　　（本町西1）
　　　　　盈52－2581

　　　〃津南病院
　　　　　（津南町）

　　　　　盈65－3161
　　11日田中外科医院
　　　　　（田中町本通り）

　　　　　盈52－2403

十
月
十
日
は
目
の
匿
護
デ
ー

◎
目
の
働
き

　
目
は
五
感
（
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味

覚
・
触
覚
）
の
中
で
脳
に
伝
え
る
情
報

量
が
最
も
大
き
く
、
人
間
が
外
界
か
ら

受
け
取
る
情
報
の
大
半
は
視
覚
に
よ
っ

て
得
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
目
は
外
界
に

向
か
っ
て
開
か
れ
た
窓
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
働
き
は
、
目
が
受
け
取
る
光
の

性
質
に
よ
り
、
も
の
の
形
や
大
き
さ
を

見
分
け
（
形
態
覚
）
、
色
が
わ
か
り

（
色
覚
）
、
明
る
さ
暗
さ
と
い
っ
た
光
の

存
在
を
見
分
け
る
（
光
覚
）
と
い
っ
た

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
目
の
成
長
と
老
化

　
目
の
構
造
は
、
す
で
に
赤
ち
ゃ
ん
の

と
き
に
で
き
あ
が
り
ま
す
が
、
大
人
と

同
じ
よ
う
な
目
の
働
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
は
六
歳
こ
ろ
ま
で
か
か
り
、

目
の
成
長
は
、
か
ら
だ
の
成
長
が
止
ま

る
二
十
歳
過
ぎ
ま
で
続
き
ま
す
。
目
の

一
生
は
、
軽
い
遠
視
か
ら
始
ま
り
小
・

中
・
高
校
の
成
長
と
と
も
に
近
視
が
多

く
な
り
、
二
十
歳
過
ぎ
で
安
定
し
ま
す
。

し
か
し
、
水
晶
体
と
呼
ば
れ
る
部
分
は

一
生
成
長
を
続
け
、
生
ま
れ
た
と
き
は

ゼ
リ
ー
状
の
も
の
が
、
年
を
と
る
に
し

た
が
っ
て
硬
く
な
り
ピ
ン
ト
合
わ
せ
の

で
き
る
範
囲
が
小
さ
く
な
っ
て
、
個
人

差
も
あ
り
ま
す
が
四
十
五
歳
こ
ろ
か
ら

老
眼
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。
目
の
検
査
に
眼
底
検
査
と
呼
ば
れ

る
検
査
が
あ
り
ま
す
。
目
の
病
気
を
検

査
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
・
か
ら
騒

だ
の
中
で
た
だ
ひ
と
つ
血
管
を
直
視
で
⑱
㈹

き
る
場
所
究
目
の
血
管
も
脳
の
中
衡

の
血
管
も
だ
い
た
い
同
じ
で
す
．
目
の
聡

雛
登
鰐
報
藩
鰹

老
化
の
観
察
が
目
を
と
お
し
て
で
き
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

◎
目
を
い
た
わ
り
ま
し
よ
う

　
目
は
非
常
に
敏
感
な
感
覚
器
官
で
あ

り
、
起
き
て
い
る
間
ず
っ
と
目
を
使
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
丈
夫
な
器

官
で
も
あ
り
ま
す
。
最
近
、
職
場
や
家

庭
に
O
A
機
器
が
ず
い
ぶ
ん
普
及
し
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
器
は
大
変
便

利
で
す
が
長
時
間
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
目
の
疲
れ
や
ド
ラ
イ
ア
イ
な
ど
の
目

の
障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
目
の
疲
労
を
防
ぐ
に
は

　
目
の
筋
肉
は
、
か
ら
だ
の
中
で
最
も

デ
リ
ケ
ー
ト
な
筋
肉
で
、
か
ら
だ
の
疲

労
が
す
ぐ
目
に
現
れ
て
き
ま
す
。
「
充

分
な
睡
眠
を
と
る
」
「
休
養
を
と
る
」

な
ど
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
O
A
機
器

を
使
う
と
き
は
「
画
面
が
ま
ぶ
し
く
な

い
よ
う
部
屋
全
体
を
明
る
く
す
る
」

「
画
面
を
見
下
ろ
す
位
置
に
す
る
」
コ

時
間
作
業
し
た
ら
十
分
休
む
」
「
姿
勢

に
気
を
つ
け
る
」
な
ど
の
注
意
が
必
要

で
す
。
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搬蹴〈
「
構
成
」

　
1
年
生
小
川
知
美
さ
ん

く
「
構
成
」

　
1
年
生
高
橋
直
　
さ
ん

ぐ
「
水
ば
し
ょ
う
」

　
2
年
生
中
條
愛
美
さ
ん

〈
「
風
」

　
2
年
生
渡
辺
友
貴

154

⊥
川
西
中
学
校
丁

〈
「
み
ら
く
る
」

　
　
3
年
生
小
海
知
美

論繋

さ
ん

く

＼
、
．
、
・

寵－．

狂

「
未
来
図
塔
」

3
年
生
斎
藤
準
樹
さ
ん

「
，
l
i
，
！
1
、
体
育
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
ー
i
－
！
ー
i
i
－
！
ー
i
i
i
i
－
！
－
－
I
i
－
！
！
！
！
ー
－
I
i
i
i

　
　
　
　
『

　
　
　
　
一

　
　
　
　
『

さ
ん
　
　
「

　
＼

　
　
　
　
『

　
　
　
　
一

　
　
　
　
「

　
　
　
　
「

　
　
　
　
［

　　》

　3r　年僑
　生騨
　　一高宮

橋

佳健

広之

ささ
んん

　　》

　3r　年覇
　生鮒
　　一丸木

山村

裕直

貴貴

　
　
　
》
「
緋
猛
」

さ
ん
　
3
年
生
貴
田
裕

さ
ん
　
　
　
　
　
　
石
川

明
さ
ん

忍
さ
ん

（
1
1
月
号
は
千
手
小
学
校
で
す
）

ニニ＝ニニニ＝ニニニ＝ニニニニニニニ＝ニニ＝ニニニ＝ニニニニニニニニニ＝ニニニニニニニ＝ニニニ＝ニニニニニニ＝ニニニ＝ニニニニニニニニニ

嚢
ゆ
つ
齪
《
⑫
よ
ぜ
◎
縷

　
役
場
庁
舎
の
す
ぐ
隣
に
メ
タ
セ
コ
イ

ア
の
木
が
あ
る
。
隣
家
の
庭
木
だ
が
、

庁
舎
の
無
機
質
な
雰
囲
気
を
和
ま
せ
る

の
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
窓
か
ら
の
眺

め
は
な
か
な
か
の
も
の
で
、
窓
枠
を
額

縁
に
見
立
て
る
と
一
幅
の
絵
の
よ
う
に

も
見
え
る
。
四
季
の
表
情
も
い
い
。

　
そ
の
木
に
キ
ジ
バ
ト
が
巣
を
か
け

た
。
山
に
い
く
と
「
で
で
っ
ぽ
ー
ぽ
ー
」

と
鳴
い
て
の
ど
か
さ
を
演
出
し
て
く
れ

る
あ
の
鳩
だ
。

　
　
懸
、
難
．
慈
，
蕊
．
麟
、
匿
　
、
　
　
掛
・
噛

　
　
職
毒
　
　
　
　
　
　
　
羅
．
　
一

　
贋
獣
、
♪
占
繍
灘
、
ポ
ヘ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀

　
瀞
　
，
購
』
蟻
　
ヤ
　
』
・

　
聖
　
L
・
嚢

婁
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
騨

　
幹
と
枝
の
問
の
、
ま
わ
り
か
ら
見
え

に
く
い
と
こ
ろ
に
巧
み
に
営
巣
し
て
い

る
。
役
場
の
あ
る
会
議
室
か
ら
は
、
巣

そ
の
も
の
は
見
え
な
い
も
の
の
材
料
運

び
を
し
て
盛
ん
に
出
入
り
す
る
姿
が
よ

く
見
え
た
。
一
羽
が
卵
を
暖
め
て
い
る

時
は
、
一
方
が
屋
上
で
じ
つ
と
見
張
り

を
続
け
て
い
る
。

　
カ
タ
イ
会
議
で
も
、
そ
ん
な
姿
を
見

る
と
ほ
っ
と
す
る
。
…
い
や
、
そ
れ
ば

っ
か
り
を
見
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で

す
よ
、
念
の
た
め
…
…
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